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This paper considers the relation with the style of stakeholder in-
tegration to the character of legitimacy of business and innovations. It is 
that the style of stakeholder integration might influence the character of 
business as such. Recently， itis thought that stakeholders give the 
legitimacy to businesses. 
However， there are two logics to identify stakeholders. Therefore， the 
character of legitimacy given to the businesses is different according to 
whether the relation to what stakeholders is assumed. Moreover， the na-
ture of the relation to stakeholders influences not only the legitimacy of 
the businesses， but also the character of the innovation that is produced 
by the businesses. 
To c1arify these， this paper examines the following three tasks; the 
concept of legitimacy of business; the logic of identification of stakehol・
ders; the way of stakeholder integration. 
Finally， this paper points out that the way of stakeholder integration 
or organizing stakeholders influences a given legitimacy and a driven in-
novations. 
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を左右してきた (Mitchellet al. 1997， pp.863-4.; Key 1999， p.320; An-
driof and Waddock 2002， p. 31)。にもかかわらず Suchman(1995， p. 573) 
は，正統性という概念は定義されるよりも，マジックワードとして記述され
るだけの，暖味な概念でもあったと指摘する。














































































































































覚している意味のことを指す (Suchman1995， p. 575)。
したがって，認知的正統性は言葉にされない正しさを判断するためのス





























































たとえば企業の社会的責任論 (corporatesocial responsibility)は， CSR1 
と呼ばれるが<責任>という概念を介在されることで，企業の正統性と権

























社会の認識との聞にズレが生じた場合に発生するという (Sethi1975， p.60; 






































イクホルダーの活動や結びつきに起因すると考えたからである (Nasiet a1. 
1997， p.298)。そしてそれに対処することを社会的責任の遂行・管理と同
義と位置づけたのである。






























































(Carro111993， pp.60-2. ; Harrison and St. John 1998， p.14)。
こうしたステイクホルダーの分析や管理を展開する基盤になるのが<ス
テイクホルダーの正統性>と<ステイクホルダーのパワー>という 2つの基































and VVaddock (2002， p.32)は図 2のように，ステイクホルダー特定の構
図を指摘する。 i)からiv)の要因を充たすのが，つまり利害を正当化する
根拠が図 2の(1)の契約や(2)の交換・取引という関係の存在であったり，そう
出典:Andriof=Waddock (2002， p. 32)に加筆修正して作成。
図2:ステイクホルダー分析の基準と諸要件の構成
注10 VVaddock (2002， pp.7-8.)は主として①請求権としての利害 (Stakeas claim) ，② 





















































たとえば Evanand Freeman (1988)やDonaldsonand Dunfee (1994)は社
会契約を， Hopkins (1999)は地球契約を，そして Mitroff(1983)や Star-







































として指摘されている (Putman1993， p .167; Andriof and Waddock 2002， 
p.28， p.40)。


















thinking) と戦略的ステイクホルダー思考 Cstrategicstakeholder thinking) 



























mitment model)やモラルステイクホルダー理論 (moralstakeholder theoη) と，後者
は戦略的ステイクホルダーマネジメントモデル (strategicstakeholder management 
model)や手段的ステイクホルダー理論Cinstrumentalstakeholder theory) とも呼ばれ





































にある。 Prestonand Sapienza (1990，pp.366-72.)や Wartick(1994， p.










































の働きかけの枠組みや手順をしてきた (Harrisonand St. John 1998; Free-






見方にである。 AndriofandWaddock(2002， p.40)や Posteta1. (2002， p.54)は企業
とステイクホルダーとの関係の特殊性を重視する。
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ホルダーとなる (Mitchellet al. 1997， p. 878) 
表特異性の構造からのステイクホルダー類型
特異性の構成
種 類 概 要
影響力 正統性 緊急性
短期的に最も経営陣の注視を注ぐに足るグ





-支配的ステイクホルダー O O 
ステイクホルダーとして最も一般的，オーソ
ドックスなグループ。

























































































































































こうした事態を背景に， Hart and Sharma (2004， pp. 9-1l.)はラディカ
ルトランスアクティビネスというステイクホルダー統合の枠組みを提示す
る。それは1)ファンアウト (fanout) と2)ファンイン (fanin) という
2つの段階から構成される。
ファンアウトとは扇を拡げることを意味するが，ステイクホルダーの統合
対象の範囲付けに関する概念である (Hartand Sharma 2004， pp. 11-4. )。
このファンアウトは(1)コアから周辺へのネットワーキング， (2)最後を最初




















































































出典:Hart = Sharma (2004， p.13)。
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5のように指摘されている。
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